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副
会
長

　田
　
口
　
裕
　
吉

我
孫
子
市
き
ら
め
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

湖
北
台
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

〒
270-
1122
　
千
葉
県
我
孫
子
市
中
里
二
一
五
―
七
　

電
　
話
　
〇
四（
七
一
八
八
）八
四
九
九

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒
　
　
　
　
　

昭
和
35
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

副
会
長

　古
　
谷
　
公
　
利

平
塚
市
旭
北
地
区
体
育
振
興
会
顧
問

法
政
湘
南
ト
ポ
リ
ン
コ
ー
ル
主
宰

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

〒
254-
0902
　
神
奈
川
県
平
塚
市
徳
延
四
三
二
―
二

電
　
話
　
〇
四
六
三
（
三
二
）
〇
四
四
七

昭
和
31
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
総
務
部
会

自
宅
　
〒
202-
0005
　
東
京
都
西
東
京
市
住
吉
町
一
―
一
三
―
一
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
四（
二
一
）六
〇
二
一

副
会
長

　横
　
山
　
昭
　
夫

㈱
日
本
プ
リ
ン
ト
取
締
役
相
談
役
　
　
　
　

東
洋
サ
ー
ビ
ス
㈱
特
別
顧
問
　
　
　
　
　
　

昭
和
31
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

顧
　
問

　岡
　
田
　
　
　
脩

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

〒
233-
0016
　
横
浜
市
港
南
区
下
永
谷
五
―
二
二
―
二
八

電
　
話
　
〇
四
五（
八
二
四
）八
七
九
〇
　

　
　
昭
和
22
年
専
門
部
卒

顧
　
問

　神
　
阪
　
昂
　
哉

〒
564-
0081
　
大
阪
府
吹
田
市
藤
が
丘
町
九
―
二
五
　
　

電
　
話
　
〇
六
（
六
三
八
八
）
一
七
一
五

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
32
年
経
済
学
部
卒

顧
　
問

　藤
　
原
　
速は

や

　
夫お

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

〒
211-
0063
　
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
小
杉
町
　
　
　
　
　
　

一
―
五
二
六
―
七
―
八
〇
一

電
　
話
　
〇
四
四（
七
一
一
）二
五
六
六
　
　
　

　
　
　
　
　
　昭
和
33
年
経
済
学
部
卒

　顧
　
問

　山
　
川
　
次
　
郎

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

〒
261-
0026
　
千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
幕
張
西
三
―
六
―
七
―
一
〇
六

電
　
話
　
〇
四
三（
二
七
二
）四
五
三
六
　
　
　
　
　
　

一
九
七
〇
年
経
済
学
部
卒

事
業
部
会
長
　

元
　
角
　
昌
　
三

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

〒
188-
0011
　
東
京
都
西
東
京
市
田
無
町
一
―
一
二
―
六

電
　
話
〇
一
二
〇（
四
〇
八
）〇
三
八
　
　

長

　山
　
中
　
正
　
竹

法
友
野
球
倶
楽
部

平
成
28
年
野
球
殿
堂
入
り

会

■
会
報
で
は
広
告
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
あ
い
さ
つ
広
告
と
企
業
広

告
が
あ
り
ま
す
。
お
申
込
み
は
事

務
局
へ
。
広
告
の
掲
載
料
金
は
同

窓
会
活
動
に
大
い
に
役
に
立
っ
て

お
り
ま
す
。
幅
広
い
会
員
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

契
約
理
論
・
理
論
的
産
業
組
織
論

企
業
の
理
論

法
政
大
学
経
済
学
部
教
授

教
授
会
主
任

宮

﨑

憲

治

計
量
経
済
学
・
マ
ク
ロ
経
済
学

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授

著

「
高
度
成
長
期
日
本
の
国
立
公
園
」

―
―
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
―
―

（
時
潮
社
、
三
五
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

株
式
会
社

榎
本
興
産
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

副
会
長

榎

本

勝

治

〒
180-
0014

東
京
都
武
蔵
野
市
関
前
三
―
四
―
十
一

電

話

〇
四
二
二（
五
二
）七
一
七
二

昭
和
40
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
常
任
幹
事

応
援
団
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
幹
事

東
京
宅
建
倶
楽
部
幹
事大

野

文

義

〒
177-
0051

東
京
都
練
馬
区
関
町
北
二
―
三
四
―
一

電

話

〇
三（
三
九
二
〇
）一
一
一
〇

昭
和
26
年
経
済
学
部
卒

おめでとうございますおめでとうございます

2017年 あけまして

法
政
大
学
経
済
学
部
長

経
済
学
部
同
窓
会

名
誉
会
長

東
京
大
学

経
済
学
博
士

鈴

木

豊

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

監
査
役

上

城

功

〒
192-
0362

東
京
都
八
王
子
市
松
木
五
五
―
八

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
（
六
七
〇
）
〇
六
九
六

昭
和
33
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
校
友
会

会

長

佐
々
木

郁

夫

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

事
務
局
次
長

馬

鳥

明

成

〒
206-
0812

東
京
都
稲
城
市
矢
野
口
二
二
八
四
―
一
一
〜
四
二
五

電

話

〇
九
〇
（
七
八
二
六
）
〇
一
一
六

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

事
務
局
長

髙

森

正

雄

〒
191-
0002
東
京
都
日
野
市
新
町
一
―
八
―
一
九

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒（
渡
邊
佐
平
ゼ
ミ
）

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

長

村

田

紀

敏

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
理
事

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

潮

崎

敏

彦

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

現役世代の皆さんの
入会を切望しています！
皆さまの熱いメッセージ広告を
お寄せください。お待ちしています。

会
長
代
行

加

藤

毅

〒
175-
0082

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
―
三
一
―
一
二

電
話

〇
三（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒（
上
杉
ゼ
ミ
）

株
式
会
社

森
パ
ー
ル

取
締
役
会
長

森

勲

〒
103-
0022

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
一
―
一
二
―
一
一

森
パ
ー
ル
ビ
ル

電

話

〇
三（
三
二
四
六
）一
四
九
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
二
四
三
）〇
二
八
七

昭
和
35
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

副
会
長

斎

藤

孝

夫

〒
194-
0043

東
京
都
町
田
市
成
瀬
台

二
―

三
二
―

四
〜
二
十
一
―

三
〇
五

電

話

〇
四
二
（
七
二
八
）
〇
〇
一
二

昭
和
39
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

副
会
長

佐
々
木

範

光

〒
359-
0007

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
―
一
七

電

話

〇
四（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

副

会

長

事
務
局
次
長

菅

野

里

見

〒
192-
0913

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
―
四
六
―
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二（
六
三
七
）二
五
三
五

昭
和
42
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

株
式
会
社
カ
ー
セ
ブ
ン
デ
ィ
ベ
ロ
プ
メ
ン
ト

取
締
役

相
談
役

井

上

盛

行

〒
141-
0032

東
京
都
品
川
区
大
崎
二
―
十
一
―
一

大
崎
ウ
イ
ズ
タ
ワ
ー
23
Ｆ

電

話

〇
三
（
五
四
三
六
）
七
七
三
五

昭
和
38
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

財
政
部
会

副
部
会
長

会

田

久
仁
夫

〒
336-
0017
さ
い
た
ま
市
南
区
南
浦
和

三
―
二
七
―
二
二
―
一
〇
〇
六

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

幹

事

長

総
務
部
会
長

花

澤

良

三

〒
290-
0141

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
―
一
一
―
一
三

電

話

〇
四
三
六
（
三
六
）
一
一
六
〇

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

副
会
長

森

昭

七

〒
173-
0022

東
京
都
板
橋
区
仲
町
一
八
―
五

電
話

〇
九
〇
（
四
〇
五
一
）
七
九
七
四

昭
和
32
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

顧

問

結

城

弘

〒
194-
0035

東
京
都
町
田
市
忠
生
二
―
一
五
―
一
一
三

電

話

〇
四
二
（
七
九
三
）
二
七
四
八

昭
和
31
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒（
大
島
ゼ
ミ
）

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

財
政
部
会
長

田

口

雅

美

〒
267-
0057

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
大
木
戸
町
九
三
―
六
九

電
話

〇
四
三
（
二
九
四
）
五
〇
八
八

1
9
7
1
年
経
済
学
部
卒

建
設
・
不
動
産
橙
法
会

顧

問

池

田

亘

〒
272-
0023
千
葉
県
市
川
市
南
八
幡
三
―
七
―
三

電
話
〇
九
〇
（
二
四
四
九
）
八
七
〇
四

（
渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
）

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

常
任
幹
事

事
業
部
会

惠

良

郁

文

〒
151-
0071

東
京
都
渋
谷
区
本
町
四
―
四
八
―
五

電

話

〇
三
（
三
三
七
五
）
二
二
二
二

昭
和
42
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

『
同
窓
会
報
』は
会
員
交
流
の
広
場
で
す

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

副
会
長

広
報
部
会

小

倉

尚

〒
145-
0065

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
三
―
一
六
―
八

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
七
二
九
）一
八
九
五

昭
和
40
年
経
済
学
部
卒（
高
橋
誠
ゼ
ミ
）

法
政
大
学
経
済
学
部
教
授

教
授
会
主
任

ふ
じ

た

み
つ

た
か

博

士

（
理
学
）

藤

田

貢

崇

物
理
学
・
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

法
政
大
学
経
済
学
部
教
授

教
授
会
副
主
任菅

富
美
枝

民
法
・
法
社
会
学
・
イ
ギ
リ
ス
法

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

監
査
役

原

木

正

司

〒
224-
0024

神
奈
川
県
横
浜
市
都
築
区
東
山
田
町
一
三
〇
四

昭
和
46
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部

村
串
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
84
年
卒

代

表

嶋

崇

経
済
学
部
同
窓
会
組
織
部
会
長

主
婦
の
友
社

月
刊「
健
康
」編
集
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

副
会
長

山

崎

光

雄
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�
�

�
�

年（
平
成
29
年
）�

月
通
教
卒
業

顧
　
問

　川か

わ

　
南な

み

　
卓
　
也

法
政
大
学
通
信
教
育
部

学
生
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

hok
k
aido.gak

u
seik
ai.h
osei@

g
m
ail.com

会
　
長

　�

　
根
　
典
　
文

東
京
都
校
友
会

江
東
法
友
会
会
長

経
済
学
部
一
九
六
七
年
卒

昭
和
36
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

小
宮
山
　
欣
　
一

〒
333-
0866
　
埼
玉
県
川
口
市
芝
六
九
九
〇
―
一
〇
　
　
　

電
　
話
　
〇
四
八
（
二
六
六
）
九
八
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
八
（
二
六
六
）
三
二
五
五

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

常
任
幹
事
　
事
業
部
会

小
宮
山
労
務
管
理
事
務
所（
開
業
48
年
）

〒
244-
0814
　
神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
区
南
舞
岡
三
―
三
〇
―
一
九

電
　
話
　
〇
四
五
（
八
二
二
）
五
三
九
二

中
　
島
　
徹
　
夫

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

広
報
部
会
　
副
部
会
長

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒
（
宇
佐
美
ゼ
ミ
）

取
締
役
会
長

　佐
　
藤
　
征
　
己

総
合
広
告
代
理
業
　
株
式
会
社
日
広
社

〒
104-
0061
　
東
京
都
中
央
区
銀
座
一
―
一
四
―
一
〇

電
　
話
〇
三（
三
五
六
七
）七
一
一
一（
大
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
営
業
〇
三（
三
五
六
七
）七
一
一
八
　
　

制
　
作
〇
三（
三
五
六
七
）七
一
一
九
　
　
　
　

E
-m
ail �

s.sato@
n
ik
k
osh
a-ad
.jp

　
　
　
　
　

昭
和
47
年
経
済
学
部
卒
（
平
田
ゼ
ミ
）

代
表
取
締
役

　島
　
田
　
謙
　
司

株
式
会
社
　
ユ
ー
ビ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

〒
171-
0052
　
東
京
都
豊
島
区
南
長
崎
六
―
一
―
二
　

電
　
話
　
〇
三（
三
五
六
五
）一
一
二
二

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

椎
　
名
　
　
　�

法
政
大
学
校
友
会
会
員

経
済
学
部
同
窓
会
常
任
幹
事

　〒
276-
0096
　千
葉
県
八
千
代
市
大
和
田
新
田
一
〇
六
八
―
二
―
三
二
〇

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
七（
四
五
〇
）一
八
九
七

〒
399-
0022
　
松
本
市
松
原
四
六
―
三
―
二
〇
一
　

電
　
話
　
〇
二
六
三（
五
七
）九
九
二
七

E
-m
ail �

m
atu
m
oto@

ayu
m
u.or.jp

箱
根
駅
伝
二
度
出
場
　�

�

７
３
年
経
済
学
部
卒

代
表
理
事

　鈴
　
木
　
満
　
雄

特
定
非
営
利
活
動
法
人

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
　
歩
む

昭
和
53
年
経
済
学
部
卒（
平
田
ゼ
ミ
）　

取
締
役
社
長

　垣
　
本
　
一
　
雄

有
限
会
社
　
京
葉
圧
接

〒
260-
0851
　
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
矢
作
町
四
二
三
―
一
六

電
　
話
　
〇
四
三（
二
二
四
）二
三
七
一
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
三（
二
二
四
）二
三
七
二
　
　
　

中
野
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会（
77
会
）一
同

祝
法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

創
立
25
周
年E

-m
ail �

y_m
ay_kanao@

yahoo.co.jp

　
　

電
　
話
　
〇
四
二（
五
二
二
）九
七
四
一
　
　
　　

年
大
学
院
修
了

博
士（
経
済
学
）　前
　
原
　
直
　
子

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

組
織
部
会
・
事
業
部
会

m
aehara-phoenix@

cpost.plala.or.jp

田
中
法
律
会
計
事
務
所

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

常
任
幹
事
　
財
政
部
会

税
理
士　田
　
中
　
　　
卓

弁
護
士　田
　
中
　
秀　　
樹

〒
193-
0825
　
八
王
子
市
城
山
手
二
―
二
一
―
二
　

電
　
話
　
〇
四
二（
六
六
六
）一
〇
〇
三

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
　

社
長
執
行
役
員　塚
　
本
　
幹
　
雄

〒
923-
8502
　
石
川
県
小
松
市
工
業
団
地
一
―
九
三
　

電
　
話
　
〇
七
六
一（
二
一
）一
一
四
四

コ
マ
ニ

株
式
会
社

2018年 あけまして

会 長 元角 昌三（経済学部’７０卒） 工事部課長 田中 裕（大学院工学研究科’９４卒）
総理部 朝長 修司（経済学部通教卒） ＣＳ部主任 橋本 良紀（法 学 部’０５卒）

本 社 １８８-００１１東京都西東京市田無町１－１２－６
ＴＥＬ０１２０-４０８-０３８
（URL）http://www.sanwakenso.co.jp

営業所 埼玉・千葉・神奈川

三和建装株式会社

マンション大規模修繕工事

人のくらしを美しく

【法政ＯＢ】

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

総
務
部
会

副
部
会
長

寺

内

敬

壽

〒
277-
0871

千
葉
県
柏
市
若
柴
二
二
七
―
六

柏
の
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
1
4
7
―
Ｂ
―
7
0
5

電

話

〇
九
〇
（
四
九
五
二
）
七
〇
九
六

島村 和良（社会学部 ’75卒）
夏目 安男（経済学部 ’72卒）
小林 昭夫（工 学 部 ’77卒）

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

会

長

髙

橋

久

之

〒
212-
0004

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
―
六
五

電

話

〇
四
四（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
四（
五
五
五
）一
二
八
七

昭
和
35
年
経
商
卒

株
式
会
社
桐
屋

代
表
取
締
役

社

長

田

島

榮
二
郎

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
一
〇
五
番
地

電

話

〇
四
五（
八
六
一
）五
七
四
一
㈹

昭
和
37
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

㈲
恒
林

代
表
取
締
役

山
本
弘
文
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
同
窓
会
会
長

林

恒

雄

電

話

〇
三（
三
六
三
一
）一
九
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
六
三
一
）〇
三
七
七

昭
和
33
年
3
月
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

南
宗
谷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

顧

問

深

井

信

朗

〒
098-
5204

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
南
町
三
八
〇
―
四

電

話

〇
一
六
三（
六
八
）二
八
三
六

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

二
度
栗
山
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

宮

内

良

雄

昭
和
26
年
経
済
卒

2019年 あけまして2019年 あけまして

オ
フ
ィ
ス
曽
根

代

表

曽

根

章

乃

〒
105-
0013

東
京
都
港
区
浜
松
町
一
―
一
―
六
―
四
〇
四

電

話

〇
三
―
三
四
三
七
―
〇
七
八
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
四
三
七
―
〇
七
八
三

携

帯

〇
八
〇
―
三
五
六
七
―
〇
四
三
九

Em
ailakinos.3567@

ezw
eb.ne.jp

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
長

川

﨑

保

之

〒
183-
0035
東
京
都
府
中
市
四
谷
三
―
六
四
―
二
四

電

話

〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

公
認
会
計
士

税
理
士

桑

原

正

信

〒
306-
0016
茨
城
県
古
河
市
古
河
544
―
147

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
名
誉
教
授

こ

ぐ
ち

や
す

お

博
士（
学
術
）

胡

口

靖

夫

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
五
三
五
七
）七
九
八
七

1
9
6
9
年
経
済
学
修
士
修
了（
日
高
ゼ
ミ
）

法
政
大
学
校
友
会

経
済
学
部
同
窓
会
常
任
幹
事

総
務
部
会

衆
議
院
法
友
会

東
京
但
馬
会
理
事
長

片

村

晋

〒
225-
0002
横
浜
市
青
葉
区
美
し
が
丘
四
―
五
四
―
一
〇

電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
四
五（
九
〇
三
）六
八
二
二

昭
和
33
年
経
済
学
部
卒
（
元
総
長
・
文
化
功
労
者
有
澤
廣
巳
ゼ
ミ
）

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｙ
Ｉ
Ｎ
Ｃ.,

代
表
取
締
役
社
長

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

坂

爪

新

一

〒
160-
0023

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿

四
―
十
七
―
三
―
三
一
五

電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
六
三
一
四
）二
二
〇
六

http
://w

w
w
.endless-m

.com

平
成
4
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

平
成
6
年
大
学
院
経
済
学
修
士
修
了

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

広
報
部
会

長

野

隆

一

〒
251-
0876

神
奈
川
県
藤
沢
市
善
行
坂
二
―
一
二
―
三
八

昭
和
41
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
同
窓
会
幹
事

加

賀

均

〒
103-
0023

東
京
都
港
区
芝
浦
二
―
三
―
二
七
―
八
〇
六

1
9
7
2
年
経
済
学
部
卒

Ｋ
Ｇ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

綿

貫

健

治

〒
171-
0033
東
京
都
豊
島
区
高
田
一
―
三
八
―
一
二
―
五
〇
五

電

話

〇
三（
三
五
九
〇
）二
〇
七
七

昭
和
40
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

会

長

林

田

有

史
法
40

副
会
長

志

賀

真

人
法
60

幹
事
長

岩

田

雅

人
経
平
14

相
談
役

髙

橋

将

昭
経
34

社
会
保
険
労
務
士
法
人
ス
リ
ー
エ
ス

特
定
社
会
保
険
労
務
士

坂

本

英

樹

〒
260-
0013

千
葉
市
中
央
区
中
央
二
―
七
―
二

電

話

〇
四
三
（
二
〇
二
）
二
五
四
五

平
成
3
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒（
萩
原
ゼ
ミ
）

法
政
大
学
校
友
会

落
語
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会道

城

猛

史

〒
208-
0013

東
京
都
武
蔵
村
山
市
大
南
1
―
1
5
3
―
7

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
2
―
5
6
2
―
8
0
6
7
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

郭
洋
春
（
か
く

や
ん
ち
ゅ

ん
）
さ
ん
は
2
0
1
8
年
4
月

に
立
教
大
学
の
総
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
が
、
実
は
1
9
8
3

年
に
法
政
大
学
経
済
学
部
を
卒

業
さ
れ
た
、
私
達
の
ご
同
輩
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
ど
う

い
う
経
緯
で
総
長
に
な
ら
れ
た

の
か
。
興
味
津
々
で
立
教
大
学

の
総
長
室
を
訪
問
し
て
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

池
袋
駅
西
口
か
ら
立
教
大
学

に
向
か
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入

る
と
、
あ
ま
り
の
素
晴
ら
し
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
全
学
生

の
54
％
が
女
子
と
の
こ
と
。
法

政
大
学
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

益
々
興
味
が
湧
き
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
臨
み
ま
し
た
。

（
構
成
・
花
澤
良
三
、
佐
々
木

範
光
／
写
真
・
高
橋
将
昭
）

＊

＊

＊

法
政
大
学
で『
資
本
論
』

に
没
頭

―
―
な
ぜ
法
政
大
学
の
経
済

学
部
を
選
ん
だ
の
で
す
か

「
本
来
は
医
学
部
志
望
で
受

験
勉
強
を
し
て
い
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
知
人
か
ら
医
学
の

道
で
は
な
く
、
も
っ
と
世
の
中

を
変
え
る
勉
強
を
し
た
ほ
う
が

よ
い
と
強
く
勧
め
ら
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
経
済
学
を
学

ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
な
か

で
も
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
学
ぶ

こ
と
を
勧
め
ら
れ
、
法
政
大
学

経
済
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

法
政
に
は
目
標
を
持
っ
て
入
学

し
た
の
で
す
」

―
―
ど
ん
な
子
供
時
代
で
し

た
か「

誕
生
日
は
1
9
5
9
年
7

月
21
日
で
、
生
ま
れ
は
東
京
池

袋
で
す
。
家
族
が
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
し
た
の
で
、
私
は
母
の
実

家
の
千
葉
県
木
更
津
市
で
幼
児

洗
礼
を
受
け
て
い
ま
す
。

豊
島
園
の
近
く
の
小
中
学
校

に
通
い
、
高
校
は
巣
鴨
高
校
を

卒
業
し
ま
し
た
」

―
―
法
政
大
学
で
は
ど
ん
な

勉
強
を
さ
れ
ま
し
た
か

「
大
学
時
代
は
自
分
で
も
熱

心
な
学
生
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
授
業
は
い
つ
も
一
番
前
の

席
に
座
り
、
終
わ
る
た
び
に
必

ず
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
南
克
巳
教
授
と
運
命
の

出
会
い
を
し
て
、
南
先
生
の
ゼ

ミ
で
『
資
本
論
』
の
勉
強
に
没

頭
し
ま
し
た
。
人
生
で
一
番
勉

強
し
た
の
が
こ
の
と
き
で
、
い

ま
で
も
法
政
大
学
経
済
学
部
に

入
学
し
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い

ま
す
」

―
―
南
ゼ
ミ
の
演
習
内
容
は

「『
資
本
論
』の
勉
強
で
は
、

1
8
0
分
の
ゼ
ミ
の
間
に
2
〜

3
行
し
か
進
ま
な
い
こ
と
は
ざ

ら
で
あ
り
、
徹
底
的
に
極
め
た

議
論
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
質

問
を
す
る
と
、
何
故
そ
う
い
う

質
問
を
す
る
の
か
、
そ
の
理
由

ま
で
追
及
さ
れ
ま
し
た
。

の
ち
に
立
教
大
学
の
大
学
院

で
の
勉
強
で
も
、
す
べ
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
い
け

ま
し
た
の
で
、
南
ゼ
ミ
で
は
非

常
に
貴
重
な
時
間
を
す
ご
さ
せ

て
も
ら
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
毎
年
行
っ
た
夏
合
宿

も
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
」

立
教
大
学
の
建
学
の
精
神

で
考
え
に
厚
み
が

―
―
立
教
大
学
の
大
学
院
を

選
ば
れ
た
の
は
？

「
学
部
4
年
生
の
と
き
、
事

情
が
あ
っ
て
南
先
生
が
法
政
大

学
を
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
さ
ら
に
勉
強
を
続
け
た
か

っ
た
私
は
、
先
生
か
ら
立
教
大

学
の
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
立
教
大
学
で
は
、
違

っ
た
意
味
で
の
勉
強
が
で
き
ま

し
た
。
創
立
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
主
教
の
教
え
、
「
道
を
伝
え

て
己
を
伝
え
ず
」
と
い
う
信
念

や
、
「
譲
る
気
持
ち
」
「
感
謝

の
気
持
ち
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
私
に
と
っ
て
は
考
え
方
に

厚
み
が
で
き
て
、
結
果
的
に
は

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

―
―
郭
先
生
の
ご
専
門
は
何

で
し
ょ
う
か

「
現
在
は
ア
ジ
ア
経
済
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
世
界
人
口
の

4
割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
の
人
た

ち
に
よ
り
豊
か
な
生
活
を
し
て

ほ
し
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
現
在
の
成
熟
社

会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

本
来
の
意
味
で
の
�
経
済
�
を

実
現
す
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ

ち
、
世
の
中
を
経
（
お
さ
）
め

民
衆
を
済
（
す
く
）
う
こ
と
。

�
経
済
�
の
語
源
で
あ
る
�
経

世
済
民
�
の
実
現
で
す
。

そ
れ
に
は
�
足
る
を
知
る
経

済
�
を
広
め
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」

豊
か
さ
を
上
手
に
配
分

す
る
社
会
の
実
現
を

―
―
こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
は

「
人
間
の
欲
望
は
際
限
が
な

く
、
そ
の
た
め
に
少
数
の
富
裕

層
に
富
が
集
中
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
状
態
が
続
け

ば
政
治
の
安
定
性
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
い
ま
は
豊
か
さ

を
上
手
に
配
分
す
る
社
会
の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
別
の

意
味
で
言
う
と
平
和
経
済
学
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
考
え
を
進
め
る
う
え
で
、
法

政
大
学
で
学
ん
だ
�
マ
ル
ク
ス

経
済
学
�
と
、
立
教
大
学
で
学

ん
だ
�
建
学
の
精
神
�
が
非
常

に
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
」

―
―
総
長
の
お
仕
事
以
外
に

い
ま
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か

「
埼
玉
県
和
光
市
の
地
域
力

の
向
上
や
、
地
元
豊
島
区
の
活

性
化
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
社

会
奉
仕
活
動
や
地
域
連
携
の
取

り
組
み
の
な
か
で
、
地
元
の
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
で
教
え
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
ね
」

―
―
法
政
大
学
の
経
済
学
部

同
窓
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

「
時
間
が
取
れ
れ
ば
是
非
、

参
加
し
て
み
た
い
で
す
ね
。
ご

案
内
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
」

【
取
材
を
終
え
て
】

2
つ
の
異
質
な
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
が
郭
総
長
の
人
間
性
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
形
成
し

た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
乗
り
越

え
て
立
教
大
学
の
総
長
に
就
任

さ
れ
た
の
も
当
然
と
思
い
、
ま

た
、
そ
の
郭
総
長
の
存
在
を
こ

れ
ま
で
存
じ
上
げ
な
か
っ
た
こ

と
を
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

郭
総
長
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
母
校
で
あ
る
法

政
大
学
で
の
ご
講
演
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

（
花
澤
）

（1983年3月 経・経卒）
「いまは豊かさを上手に配分

する社会の実現、平和経済学が
求められています。その考えを
進めるうえで、法政大学で学ん
だ�マルクス経済学�と、立教
大学で学んだ�建学の精神�が
非常に役に立ちます。」

去
る
10
月
17
日
（
水
）
17
時

25
分
か
ら
、
経
済
・
社
会
・
現

代
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
各
学

部
同
窓
会
主
催
、
4
学
部
各
教

授
会
及
び
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

後
援
の
第
24
回
就
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
が
「
先
輩
が
語
る
就
活
体

験
と
仕
事
」
と
題
し
て
、
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
棟
3
階
遠
隔

講
義
室
で
60
名
近
い
学
生
に
ス

ピ
ー
カ
ー
、
教
員
、
同
窓
会
員

を
加
え
て
約
95
名
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
経
済
学
部

17
年
卒
の
山
本
友
加
里
氏
（
野

村
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
ビ
ジ
ネ

ス
事
業
部
）
、
経
済
学
部
07
年

卒
の
粕
加
屋
拓
氏
（
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
㈱
）
、
社
会
学
部
16
年

卒
の
大
野
茜
氏
（
三
越
伊
勢
丹

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
経
営
戦
略
部
）
、
現
代
福

祉
学
部
16
年
卒
の
蔭
山
エ
リ
カ

氏
（
東
京
都
庁
江
東
児
童
相
談

所
）
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
14

年
卒
の
菅
原
健
人
氏
（
ア
シ
ッ

ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
東
日
本
事
業
部
）
の
皆
さ
ん

で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
経
済

学
部
教
授
会
主
任
宮
﨑
憲
治
教

授
が
務
め
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
19
時
10
分
ご
ろ

終
了
、
会
場
を
エ
ッ
グ
ド
ー
ム

に
移
し
て
懇
親
情
報
交
換
会
が

和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
カ
ー
の
粕
加
屋
氏
と

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
現
役
学

生
の
山
口
瑞
貴
さ
ん
か
ら
、
感

想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
文
／
写
真
・
菅
野
）

経
済
学
部
同
窓
会
は
毎
年
経

済
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た

サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

入
企
業
の
ご
紹
介
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
ア

セ
ン
テ
ッ
ク
㈱
、
川
口
信
用
金

庫
、
コ
マ
ニ
ー
㈱
、
㈱
ジ
ェ
イ

パ
ッ
ク
、
㈱
ス
リ
ー
エ
ス
、
㈱

セ
ン
ト
ラ
ル
ユ
ニ
、
東
京
信
用

金
庫
及
び
文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
㈱

か
ら
学
生
の
受
入
れ
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
体
で
14
の
企

業
で
延
べ
18
名
の
学
生
が
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
、
10

〜
11
月
に
は「
体
験
報
告
授
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は「
企

業
実
務
研
究
」
と
い
う
正
課
で

す
。学

生
の
報
告
は
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
駆
使
し
な
が
ら
、
実

習
先
企
業
の
紹
介
に
始
ま
り
、

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
体
験
か
ら

学
ん
だ
内
容
、
当
該
企
業
に
対

す
る
印
象
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
行
わ
れ
、
報
告
に
続
く

質
疑
応
答
も
極
め
て
活
発
で
、

授
業
に
参
加
し
た
学
生
諸
君
の

そ
れ
ら
企
業
へ
の
関
心
の
高
さ

が
窺
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
経
団
連
が
2
0
2

1
年
春
の
採
用
か
ら
従
来
の
採

用
ル
ー
ル
を
廃
止
す
る
旨
を
発

表
す
る
な
ど
、
今
後
の
採
用
活

動
の
劇
的
な
変
化
を
予
兆
さ
せ

る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
環
境
変
化
を
背
景
に
、
イ

ン
タ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
実
社

会
で
の
体
験
に
対
す
る
学
生
の

希
望
や
関
心
は
今
後
ま
す
ま
す

増
大
し
、
ま
た
企
業
側
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
採
用
に

役
立
て
よ
う
と
す
る
機
運
が
一

層
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

会
員
各
位
に
は
、
皆
様
と
つ

な
が
り
の
あ
る
企
業
を
引
き
続

き
積
極
的
に
ご
紹
介
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
紹
介
は
、
本
会
報
に
同
封

の
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ
ガ
キ
に
て
ご

返
信
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
か
ら

経
済
学
部
事
務
課
に
連
絡
し
、

返
信
を
頂
戴
し
た
企
業
に
接
触

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▶
ス
ピ
ー
カ
ー
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

▼
セ
ミ
ナ
ー
に
聞
き
入
る

学
生

こ
の
度
、
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
と

し
て
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
長
い
歴
史
を
通
し

て
、
本
セ
ミ
ナ
ー
が
現
役
学
生

の
就
職
支
援
の
一
助
と
な
っ
て

き
た
こ
と
を
伺
い
、
今
回
お
招

き
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て

感
謝
す
る
と
同
時
に
、
誇
り
に

思
い
ま
す
。

先
般
、
日
本
経
団
連
が
2
0

2
1
年
度
以
降
の
「
採
用
選
考

に
関
す
る
指
針
」
を
策
定
し
な

い
こ
と
を
表
明
し
、
今
後
政
府

の
動
向
も
踏
ま
え
一
定
の
方
針

が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
就
職
活
動
の

あ
り
方
自
体
が
見
直
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
今
回
多
く

の
学
生
が
参
加
さ
れ
た
の
は
、

日
頃
の
就
職
活
動
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
、
並
び
に
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
、
同
窓
会
を
始
め
と

し
た
関
係
者
の
手
厚
い
就
活
支

援
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

昨
今
中
途
を
含
め
た
通
年
採

用
の
機
運
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、学
業
や
課
外
活
動
等
、

学
生
に
し
か
味
わ
え
な
い
環
境

も
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て

皆
さ
ん
自
身
の
さ
ら
な
る
成
長

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
、
様
々
な
職
業
の
方

の
就
職
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
ま
で
就
職
活
動
に
つ
い
て

漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に

就
職
活
動
を
し
た
年
に
近
い
先

輩
方
の
話
は
た
め
に
な
る
も
の

ば
か
り
で
し
た
。

な
か
で
も
、
大
野
さ
ん
の
面

接
に
紙
芝
居
を
持
っ
て
い
っ
て

披
露
し
た
と
い
う
話
は
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
。
ま
た
面
接

で
は
企
業
に
好
か
れ
よ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
話
す
と
よ
い
と
い
う

の
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し

て
、
い
ろ
ん
な
業
種
の
人
が
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
就
職
活
動
の

形
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
自

分
の
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
方
法

を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

人
事
の
方
の
話
も
実
際
に
面

接
を
受
け
た
方
の
話
も
両
方
一

度
に
聞
け
る
こ
と
は
な
か
な
か

な
い
の
で
貴
重
な
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
私
も
自
分
ら
し
い
就

活
の
仕
方
で
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

大
内
山
庭
園
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
タ
ワ
ー
の
間
に
建
設
さ
れ
る

「
大
内
山
校
舎
」
の
工
事
囲
い

が
撤
去
さ
れ
、
白
亜
の
新
校
舎

が
姿
を
見
せ
ま
し
た
。
2
0
1

9
年
春
に
完
成
す
る
「
大
内
山

校
舎
」
は
延
べ
面
積
約
1
万
1

0
0
0
㎡
、
地
上
8
階
・
地
下

1
階
の
建
物
で
、
4
階
上
層
に

は
50
〜
1
0
0
人
収
容
の
教
室

が
28
室
、
そ
の
下
層
に
は
学
生

支
援
の
事
務
室
や
教
授
室
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
故
大
内
兵
衛
総

長
の
名
を
冠
し
た
「
大
内
山
校

舎
」
は
、
最
新
の
教
育
・
情
報

シ
ス
テ
ム
を
備
え
、
法
政
大
学

の
更
な
る
発
展
の
起
爆
剤
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
写
真
は
靖
国
神
社

側
か
ら
（
文
・
写
真
／
中
島
）

68

第
２４
回

就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

第
２４
回

就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

かく やん ちゅん

郭 洋春さん

若
い
先
輩
の
就
活
体
験
と

仕
事
の
話
を
真
剣
に
聞
く

就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
参
加
し
て

立教大学 総長

セ
ミ
ナ
ー
を
さ
ら
な
る
成
長
の
機
会
に

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
㈱
人
事
部
人
事
グ
ル
ー
プ

粕
加
屋

拓

勉
強
に
な
っ
た
先
輩
方
の
お
話

法政大学で学び
立教大学で学ぶ

―学風の差が思考に厚みをつくる―

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
３
年

宮
﨑
憲
治
ゼ
ミ

山
口

瑞
貴

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
企
業
紹
介
の
お
願
い

企業実務
研 究

事
務
局
長

髙
森

正
雄

「
大
内
山
校
舎
」姿
を
見
せ
る
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山
田
先
生
の
ご
専
門
は
ス
ポ

ー
ツ
心
理
学
で
、
チ
ー
ム
の
一

体
感
や
コ
ー
チ
ン
グ
法
な
ど
を

研
究
さ
れ
、
授
業
は
体
育
実
技

を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生

時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所

属
。
身
の
こ
な
し
も
話
し
ぶ
り

も
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
そ
の
も
の
で

し
た
。
経
済
学
部
で
は
2
番
目

に
若
い
先
生
と
の
こ
と
で
す
。

（
構
成
・
小
倉
／
写
真
・
高
橋
）

＊

＊

＊

小
学
２
年
生
か
ら

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

実
家
は
東
京
都
大
田
区
で
、

東
調
布
第
一
小
学
校
の
2
年
生

か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、

も
っ
ぱ
ら
バ
レ
ー
に
時
間
を
費

や
す
子
供
時
代
で
し
た
。
私
の

小
学
校
の
チ
ー
ム
は
す
ご
く
強

か
っ
た
の
で
す
が
、
指
導
は
根

性
主
義
で
厳
し
か
っ
た
で
す

ね
。
あ
る
と
き
見
学
に
行
っ
た

法
政
二
高
の
運
動
部
で
は
暴
力

を
絶
対
に
許
さ
ず
、
部
活
動
も

先
生
主
導
で
は
な
く
学
生
主
体

で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
感
動

し
、
そ
れ
で
二
高
に
進
学
し
ま

し
た
。
そ
の
頃
法
政
二
高
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
な
ど
全
国
大
会
の
常
連
校

で
、
私
は
3
年
間
控
え
選
手
で

し
た
。

法
政
大
学
に
は
内
部
進
学
で

社
会
学
部
に
入
り
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
は
や
め
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
二
高
の
バ
レ
ー
部
の
先
輩

か
ら
誘
い
を
受
け
、
選
手
で
は

な
く
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
バ
レ
ー
部
に
入
部
。
こ
れ
は

い
わ
ば
雑
用
係
で
、
試
合
中
、

汗
で
ぬ
れ
た
コ
ー
ト
を
素
早
く

拭
き
に
い
く
の
も
大
事
な
役
割

で
し
た
。
法
政
大
学
バ
レ
ー
部

は
関
東
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
1
部
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
全

日
本
イ
ン
カ
レ
で
優
勝
10
回

と
、中
央
大
学
に
次
ぐ
強
豪
で
、

80
年
代
に
は
3
連
覇
す
る
な
ど

大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
界
を
牽
引

す
る
存
在
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、

私
が
3
年
生
の
時
、
春
季
リ
ー

グ
戦
で
40
年
ぶ
り
に
2
部
リ
ー

グ
に
降
格
す
る
と
い
う
悪
夢
が

起
こ
り
、
秋
に
は
1
部
に
戻
っ

た
も
の
の
、
そ
の
衝
撃
は
大
き

く
、
4
年
生
に
な
る
と
、
選
手

で
は
な
い
私
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を

命
ぜ
ら
れ
、
良
い
選
手
が
揃
っ

て
い
る
の
に
な
ぜ
か
噛
み
あ
わ

な
い
、
試
合
に
勝
て
な
い
と
い

う
も
ど
か
し
い
思
い
も
経
験
し

ま
し
た
。

体
育
学
会
の
若
手
研
究

奨
励
賞
を
受
賞

そ
の
流
れ
の
な
か
で
、
法
政

大
学
経
営
学
部
の
教
授
で
、
私

の
高
校
・
大
学
の
先
輩
で
も
あ

り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
監
督

を
さ
れ
て
い
た
吉
田
康
伸
先
生

に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
を
勉
強
す
る

よ
う
勧
め
ら
れ
、
順
天
堂
大
学

の
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。

順
天
堂
で
は
、
博
士
前
期
課
程

の
夜
間
の
ク
ラ
ス
を
本
郷
・
お

茶
の
水
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
法
政

の
体
育
館
で
学
生
と
練
習
を
し

て
か
ら
、
6
時
30
分
に
始
ま
る

授
業
に
駆
け
つ
け
る
と
い
う
毎

日
を
送
り
ま
し
た
。

博
士
後
期
課
程
で
は
、
研
究

テ
ー
マ
を
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
ま
と
ま
り
（
凝
集
性
）
」
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
組
織
風
土
が
チ
ー

ム
の
一
体
感
に
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
か
を
検
証
す
る
た
め
、

高
校
・
大
学
の
運
動
部
の
男
女

を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
行

い
、
得
た
回
答
を
統
計
を
用
い

て
分
析
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
チ
ー

ム
を
中
心
に
す
る
統
制
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
（
新
し
い
考
え
や

行
動
）
の
受
容
と
結
び
つ
く
こ

と
に
よ
り
、
チ
ー
ム
の
一
体
感

を
高
め
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

ま
し
た
。
現
場
の
実
感
を
は
じ

め
て
デ
ー
タ
で
証
明
す
る
も
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
日
本
体
育
学

会
か
ら
若
手
研
究
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
研
究
の
な
か
っ
た
分
野
に

挑
戦
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
順
天
堂
の

院
生
で
あ
り
な
が
ら
、
法
政
大

学
文
学
部
の
荒
井
弘
和
教
授
の

全
面
的
な
ご
指
導
を
得
て
の
研

究
成
果
で
し
た
。

法
政
大
学
経
済
学
部

の
教
壇
へ

経
済
学
部
と
の
縁
は
、
大
学

院
を
修
了
し
た
2
0
1
4
年
の

4
月
、
兼
任
講
師
と
し
て
ス
ポ

ー
ツ
種
目
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

の
授
業
を
担
当
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
翌
15
年
に
は
渡
部
近

志
先
生
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
先
生
の
担
当
さ
れ
て
い
た

科
目
を
兼
任
講
師
で
あ
っ
た
私

が
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
ま
し

た
。そ

し
て
16
年
に
准
教
授
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
。

授
業
は
ス
ポ
ー
ツ
総
合
と
演

習
（
ゼ
ミ
）
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
総
合
は
1
年
生

の
必
修
科
目
で
、
経
済
学
部
は

月
曜
日
の
1
〜
3
限
に
行
い
ま

す
の
で
、
学
生
の
生
活
リ
ズ
ム

を
作
る
重
要
な
授
業
に
な
っ
て

い
ま
す
。
経
済
学
部
で
は
教
育

方
針
と
し
て「
心
技
体
の
練
成
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
学
生

は
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
生
涯

に
わ
た
る
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

体
育
会
系
の
ゼ
ミ
生
も

ゼ
ミ
生
は
30
人
で
、
体
育
会

系
の
学
生
も
多
く
、
背
景
や
知

識
・
技
能
水
準
も
多
様
で
す
の

で
、
ま
ず
は
学
生
同
士
の
結
び

つ
き
を
大
切
に
し
、
社
会
に
出

て
最
低
限
必
要
と
な
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し

て
指
導
し
、
学
生
に
は
失
敗
を

お
そ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
で
主

体
的
に
ゼ
ミ
を
運
営
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。

私
は
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
（
ス
ポ

ー
ツ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
ス

テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
）
で
ア
ス
リ
ー

ト
育
成
指
導
法
の
授
業
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
、
ス

ポ
ー
ツ
推
薦
試
験
で
入
学
し
体

育
会
に
所
属
す
る
学
生
が
選
択

で
き
る
学
部
横
断
の
コ
ー
ス
で

す
。
実
は
経
済
学
部
は
、
こ
の

Ｓ
Ｓ
Ｉ
の
受
入
れ
数
が
一
番
多

い
学
部
で
す
の
で
、
法
政
ス
ポ

ー
ツ
に
最
も
貢
献
し
て
い
る
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
略
歴
】
1
9
8
5
年
東
京
都

生
れ
。
2
0
0
4
年
法
政
大
学

第
二
高
等
学
校
卒
業
、
08
年
法

政
大
学
社
会
学
部
卒
業
、
11
年

順
天
堂
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課

程
、
14
年
同
後
期
課
程
修
了
。

博
士（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
）。

同
年
法
政
大
学
経
済
学
部
兼
任

講
師
、
16
年
同
准
教
授
。
共
著

論
文
に
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の

一
体
感
と
組
織
風
土
と
の
関
係

性
」（『
ス
ポ
ー
ツ
産
業
学
研
究
』

第
24
巻
第
2
号
所
収
）な
ど
。

昨
年
9
月
26
日
（
水
）
10
時

か
ら
1
時
間
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
の
経
済
学
部
会
議
室
で
教
授

会
執
行
部
と
同
窓
会
役
員
と
の

定
例
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。

教
授
会
執
行
部
か
ら
は
、
鈴

木
豊
経
済
学
部
長
、
宮
﨑
憲
治

教
授
会
主
任
、
藤
田
貢
崇
教
授

会
主
任
、
小
野
木
修
事
務
課
長

が
出
席
し
、
同
窓
会
か
ら
は
、

加
藤
毅
会
長
代
行
、
花
澤
良
三

幹
事
長
、村
串
仁
三
郎
副
会
長
、

高
橋
将
昭
副
会
長
、
小
倉
尚
副

会
長
、
菅
野
里
見
副
会
長
、
髙

森
正
雄
事
務
課
長
、
馬
鳥
明
成

事
務
局
次
長
が
出
席
し
た
。（
菅

富
美
枝
教
授
会
副
主
任
、
村
田

紀
敏
同
窓
会
長
は
所
用
の
た
め

欠
席
し
た
）

懇
談
で
は
、
同
窓
会
は
、
本

年
の
忘
年
パ
ー
テ
ィ
ー
を
市
ケ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
こ

と
、
卒
業
生
と
学
生
と
の
交
流

促
進
の
た
め
の「
わ
い
が
や
塾
」

を
計
画
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
協
力
を
お
願
い
し
た
。

ま
た
、
校
友
会
の
年
度
同
期
会

会
員
の
移
籍
問
題
の
経
過
、
就

活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
学
生
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
へ
の
後

援
、
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
報
告
会
へ
の
同
窓
会
員
の
参

観
の
お
願
い
、
『
同
窓
会
報
』

へ
の
広
告
出
稿
の
お
願
い
な
ど

が
話
題
と
な
っ
た
。
2
年
後
の

経
済
学
部
創
設
1
0
0
周
年
に

つ
い
て
学
部
の
計
画
は
未
定
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
同
窓
会
は

何
ら
か
の
参
加
・
協
力
を
し
た

い
と
希
望
し
た
。

（
小
倉
）

私
は
経
済
学
部
国
際
経
済

学
科
2
年

YoshiSemina
r

（
佐
藤
良
一
ゼ
ミ
）
に
所
属

し
て
い
る
柳
裕
で
す
。
今
年

度
か
ら
経
済
学
部
学
生
会
の

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
今
年

度
の
各
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
て

厚
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
同
窓
会
の
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
の
学
生
会

の
活
動
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。今
年
度
、

学
生
会
が
主
催
し
、
運
営
し

た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
、
学
生
研
究
報

告
大
会
、
プ
レ
ゼ
ン
大
会
で

す
。
私
は
昨
年
度
と
は
異
な

り
、
学
生
会
と
し
て
こ
れ
ら

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
運

営
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
度
は
提
供
さ
れ
る
も
の

を
享
受
す
る
と
い
う
、
あ
る

意
味
受
け
身
の
形
で
こ
れ
ら

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
一
方
、
今
年
度
は

学
生
会
と
し
て
、
主
催
す
る

立
場
で
参
加
し
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
の
主
催
や
運
営
を
経

験
す
る
機
会
の
少
な
い
大
学

生
に
は
、
そ
れ
は
と
て
も
新

鮮
で
あ
り
、
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
自
ら

の
成
長
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。今

年
度
の
学
生
会
で
の
活

動
は
先
輩
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
多

く
、
先
輩
方
の
補
佐
を
す
る

こ
と
が
主
な
活
動
で
し
た
。

で
す
が
、
来
年
度
は
我
々
2

年
生
が
主
体
と
な
り
、
今
年

度
の
経
験
や
反
省
を
活
か

し
、
各
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
ま
す
。そ
し
て
、

先
輩
方
か
ら
引
き
継
い
だ
良

き
伝
統
を
大
切
に
、
法
政
大

学
経
済
学
部
の
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
秋
10
月
6
日
、
千
葉
県
の

東
京
ベ
イ
幕
張
ホ
ー
ル
で
「
第

26
回
法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の

集
い
千
葉
大
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
主
催
者
発
表
で
参
加
者
は

約
1
0
0
0
名
。
テ
ー
ブ
ル
着

座
形
式
に
よ
る
集
ま
り
と
し
て

は
、
滅
多
に
み
ら
れ
な
い
ほ
ど

の
規
模
で
あ
ろ
う
。

大
会
式
典
は
岩
橋
成
行
千
葉

県
校
友
会
副
会
長
の
開
会
の
辞

で
始
ま
り
、
佐
々
木
郁
夫
校
友

会
会
長
の
挨
拶
、
伊
藤
貞
雄
千

葉
県
校
友
会
会
長
の
歓
迎
の
辞

と
続
く
。

田
中
優
子
総
長
か
ら
は
、「
祝

辞
と
い
っ
て
も
30
分
話
せ
と
言

わ
れ
て
い
る
」
と
出
席
者
を
笑

わ
せ
た
後
、
日
本
や
世
界
の
将

来
を
見
据
え
て
の
人
材
育
成
に

向
け
た
法
政
大
学
の
取
組
み
、

そ
の
た
め
の
教
員
、
学
生
及
び

職
員
に
よ
る
三
位
一
体
と
な
っ

た
体
制
の
構
築
等
、
蘊
蓄
の
あ

る
お
話
が
あ
っ
た
。
続
く
小
澤

徳
後
援
会
会
長
の
祝
辞
に
は
、

法
政
大
学
へ
の
深
い
思
い
入
れ

が
感
じ
ら
れ
た
。

大
会
第
一
部
は
オ
リ
エ
ン
タ

ル
ラ
ン
ド
の
上
西
京
一
郎
社
長

に
よ
る
講
演
で
締
め
く
く
ら
れ

る
。
Ｔ
Ｄ
Ｌ
誕
生
ま
で
の
ご
苦

労
や
、
「
完
成
」
と
い
う
文
字

の
な
い
Ｔ
Ｄ
Ｌ
の
絶
え
間
な
い

進
化
に
向
け
た
努
力
に
つ
い
て

の
お
話
が
印
象
深
か
っ
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
熊
谷

俊
一
千
葉
市
長
の
ユ
ー
モ
ア
に

富
ん
だ
祝
辞
に
続
き
、
桑
野
秀

光
校
友
会
特
別
名
誉
顧
問
の
乾

杯
で
開
宴
。
銚
子
は
ね
太
鼓
、

応
援
団
演
舞
を
満
喫
し
な
が
ら

の
食
事
・
歓
談
を
楽
し
み
、
酔

い
も
回
り
始
め
た
頃
に
、
菅
義

偉
官
房
長
官
が
超
多
忙
の
合
間

を
縫
っ
て
お
祝
い
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
っ
た
。

最
後
は
、
次
回
開
催
地
で
あ

る
徳
島
県
校
友
会
の
石
原
譲
会

長
が
阿
波
踊
り
を
バ
ッ
ク
に
挨

拶
を
さ
れ
、
応
援
団
・
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
の
リ
ー
ド
の
も
と
、
全

員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
で
お
開
き

と
な
っ
た
。

法
政
大
学
校
友
会
は
2
0
1
9
年
の
「
オ
ー

ル
法
政
新
年
を
祝
う
会
」
を
左
記
の
よ
う
に
開

催
し
ま
す
。

日
時
：
2
0
1
9
年
1
月
27
日
（
日
）

13
時
開
宴

会
場
：
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
東
京
台
場

（
ゆ
り
か
も
め
「
台
場
」
駅
直
結
）

会
費
：
1
万
2
0
0
0
円

（
同
伴
家
族
は
8
0
0
0
円
）

お
問
い
合
せ
は
法
政
大
学
校
友
会
事
務
局
ま
で

電
話
：
03
・
3
2
6
4
・
1
8
3
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
03
・
3
2
6
4
・
4
7
7
0

Ｅ
メ
ー
ル
：jimukyoku@hoseinet.jp

今
年
の
第
27
回
法
政
大
学
全
国
卒
業
生

の
集
い
は
、
2
0
1
9
年
11
月
に
徳
島
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
（
徳
島
大
会
）
。

期
日
：
2
0
1
9
年
11
月
15
日
〜
17
日

15
日
（
金
）
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

16
日
（
土
）
大
会
式
典
・
懇
親
会

17
日
（
日
）
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

会
場
：
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

お
問
い
合
せ
は
法
政
大
学
校
友
会
事
務

局
ま
で

電
話
：
03
・
3
2
6
4
・
1
8
3
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
03
・
3
2
6
4
・
4
7
7
0

Ｅ
メ
ー
ル
：jimukyoku@hoseinet.

jp

応援団のパフォーマンスを背景に経友会
の参加者たち 写真・田口裕吉

第
２６
回

第
２６
回
全
国
卒
業
生
の
集
い
千
葉
大
会

校友会校友会

教
授
会
執
行
部
と
同
窓
会
役

員
と
の
定
例
懇
談
会
開
催

経
済
学
部
准
教
授

経
済
学
部
准
教
授

６２６２

参
加
千
名
、も
て
な
し
を
満
喫

や
ま

だ

か
い

山
田

快
さ

ん

７０
年
卒

髙
森
正
雄
（
事
務
局
長
）

研
究
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
一
体
感
」

研
究
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
一
体
感
」

学
生
は
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

ゼ
ミ
に
は
体
育
会
系
の
学
生
も

学
生
は
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

ゼ
ミ
に
は
体
育
会
系
の
学
生
も

校
友
会

法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の
集
い

校
友
会

法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の
集
い

今
年
は
徳
島
県
で
開
催

現役学生のキャンパス便り

１１
月
１５
日
〜
１７
日

国際経済学科２年
やなぎ ゆたか

柳 裕

多多多摩摩摩ののの息息息吹吹吹

専門はスポーツ心理学

ご
参
加
く
だ
さ
い

オ
ー
ル
法
政

新
年
を
祝
う
会
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モスクワ・クレムリン イワン雷帝の
鐘楼、ウスペンスキー大聖堂を望む

スケッチ・上島繁廣

平
成
30
年
9
月
5
日
か
ら
11

日
ま
で
7
日
間
、
15
名
の
参
加

者
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
二
つ
の

都
市
を
回
っ
て
き
た
。

ロ
シ
ア
と
聞
い
た
だ
け
で
、

管
理
・
規
制
が
厳
し
い
の
で
は

？
と
思
わ
れ
た
が
、
や
は
り
機

中
ア
ル
コ
ー
ル
が
出
な
い
。
今

時
そ
れ
は
な
い
よ
！
と
言
い
な

が
ら
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

観
光
へ
。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
は

ロ
シ
ア
帝
国
時
代
の
首
都
で
街

中
に
運
河
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
古

い
街
並
み
が
そ
っ
く
り
残
っ
て

い
る
、
ま
さ
に
歴
史
の
街
で
あ

る
。
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

（
世
界
三
大
美
術
館
の
一
つ
）、

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
宮
殿
、
大
噴
水

で
有
名
な
庭
園
は
、絢
爛
豪
華
、

贅
沢
の
極
致
で
、
高
度
な
装
飾

と
純
金
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

内
装
に
圧
倒
さ
れ
る
。

首
都
モ
ス
ク
ワ
は
雑
多
で
活

動
的
な
街
。
突
然
、
高
層
ビ
ル

群
が
現
れ
る
。
赤
の
広
場
は
相

変
わ
ら
ず
管
理
が
や
か
ま
し
い

が
、
ク
レ
ム
リ
ン
内
部
の
武
器

庫
と
称
し
た
宝
物
殿
や
、
国
営

の
百
貨
店
な
ど
、
ソ
連
解
体
後

の
モ
ス
ク
ワ
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

今
回
、
現
地
通
訳
の
日
本
語

に
よ
る
丁
寧
な
解
説
も
素
晴
ら

し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
に

花
を
添
え
る
旅
と
な
っ
た
。

昨
年
10
月
20
日
（
土
）
、
散

策
の
会
に
参
加
し
、
お
よ
そ
1

3
0
0
年
前
の
奈
良
時
代
、
聖

武
天
皇
の
詔
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
武
蔵
国
分
寺
を
中
心
と
し

た
史
跡
の
多
い
地
域
を
訪
れ
ま

し
た
。

西
国
分
寺
駅
を
10
時
に
出
発

し
た
メ
ン
バ
ー
は
14
名
。
好
天

の
下
、
「
史
跡
通
り
」
と
い
う

木
々
の
間
を
歩
く
コ
ー
ス
に
武

蔵
野
を
感
じ
、
武
蔵
国
分
尼
寺

跡
、
武
蔵
国
分
僧
寺
跡
を
経
て

現
在
の
武
蔵
国
分
寺
へ
。
途
中

立
ち
寄
っ
た
資
料
館
の
説
明
で

は
、
当
時
の
武
蔵
国
分
寺
は
全

国
の
国
分
寺
の
中
で
も
最
大
級

で
、
東
西
1
・
5
㎞
、
南
北
1

㎞
の
広
大
な
敷
地
を
有
し
て
お

り
、
金
堂
や
講
堂
の
ほ
か
、
僧

坊
（
僧
の
宿
舎
）
や
七
重
塔
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

万
葉
植
物
園
と
な
っ
て
い
る

国
分
寺
の
境
内
か
ら
路
地
に
入

る
と
「
お
鷹
の

道
」。
こ
こ
は
、

江
戸
時
代
徳
川

家
の
お
鷹
場
だ

っ
た
と
こ
ろ
の

清
流
沿
い
の
遊

歩
道
で
す
。「
お

鷹
の
道
」
を
気

持
ち
よ
く
歩
き

2
時
間
の
散
策

を
終
え
、
国
分

寺
駅
近
く
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
昼

食
・
歓
談
し
、

解
散
と
な
り
ま
し
た
。

幹
事
さ
ん
の
綿
密
な
下
調
べ

や
資
料
の
お
か
げ
で
楽
し
い
ひ

と
時
が
過
ご
せ
ま
し
た
こ
と
を

感
謝
し
て
い
ま
す
。

※ 参加希望者は各担当者、または事務局
（042－783－2550）へお申し込みください。

第17回 招福・七福神巡り「谷中七福神巡り」
日 時：2019年1月5日（土）9時45分～13時
集 合：JR 山手線・京浜東北線 田端駅北改札9時

45分
コース：田端駅→東覚寺（福禄寿）→青雲寺（恵比

寿）→修性院（布袋尊）→天王寺（毘沙門
天）→長安寺（寿老人）→護国院（大黒天）→
不忍池弁天堂（弁財天）→昼食→上野駅→
解散（所要時間2時間）
※下町情緒溢れる街並みを巡る人気コース

費 用：昼食代（実費）
担 当：田口裕吉（04-7188-8499）

高橋将昭（090-7900-3134）

第7回 桜を観る会（井の頭恩賜公園）
期 日：2019年3月30日（土）
集 合：京王井の頭線 井の頭公園駅改札 9時50

分
コース：井の頭公園駅→法政中学高校→玉川上水緑

道→井の頭恩賜公園→昼食→ＪＲ中央・総
武線、京王電鉄吉祥寺駅→解散
※井の頭恩賜公園は、さくら名所100選に選
出されている

費 用：昼食代（実費）
担 当：高橋将昭（090-7900-3134）

田口裕吉（04-7188-8499）

〈散策の会〉今後の予定（2019年5～7月）
◎庭園散策、自然散策、歴史散策 等々
実施の詳細が決定次第、会報あるいはホームペー
ジでご案内します。

武蔵国分寺跡で

今
年
の
海
外
旅
行
は
初
め
て

旧
共
産
圏
ロ
シ
ア
の
2
つ
の
都

市
を
巡
る
旅
を
計
画
し
ま
し

た
。
団
長
の
村
串
さ
ん
、
幹
事

元
角
さ
ん
を
中
心
に
94
歳
の
長

原
さ
ん
も
参
加
し
総
勢
15
人
、

9
月
5
〜
11
日
の
5
泊
7
日
の

日
程
で
す
。

最
初
の
訪
問
地
は
旧
都
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
、
成
田

か
ら
モ
ス
ク
ワ
で
乗
り
継
ぎ
、

15
時
間
か
か
り
ま
し
た
。
時
差

が
6
時
間
あ
っ
た
の
で
、
当
日

に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
歴

史
の
町
で
石
作
り
の
重
厚
な
建

造
物
が
建
ち
並
び
、
地
震
の
な

い
こ
と
が
前
提
の
街
作
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

目
玉
は
世
界
遺
産
「
エ
ル
ミ

タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
」
で
す
。
隆

盛
を
極
め
た
ツ
ア
ー
時
代
の
絵

画
や
金
ぴ
か
美
術
品
が
た
く
さ

ん
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一

時
期
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
占
領
さ

れ
ま
し
た
が
、
修
復
し
て
観
光

の
名
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
訪
れ
た
モ
ス
ク
ワ
は
首

都
で
あ
り
、
近
代
的
な
建
物
が

目
立
ち
ま
す
。
「
ク
レ
ム
リ
ン

宮
殿
」
と
「
赤
の
広
場
」
を
見

学
し
ま
し
た
。
今
年
は
モ
ス
ク

ワ
建
都
8
7
1
年
と
の
こ
と

で
、
当
日
は「
モ
ス
ク
ワ
の
日
」

祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
赤
」
は
「
美
し
い
」
と
い
う

意
味
で
赤
旗
と
は
関
係
な
い
そ

う
で
す
。
ク
レ
ム
リ
ン
は
「
城

塞
」
と
い
う
意
味
で
、
つ
ま
り

お
城
な
の
で
す
。
日
本
の
皇
居

と
思
え
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

共
産
党
の
歴
史
に
関
心
が
あ

っ
た
の
で
す
が
、
ス
タ
ー
リ
ン

の
功
績
を
顕
す
の
は
銅
像
一
つ

の
み
で
し
た
。
旧
共
産
圏
の
旅

行
と
い
う
こ
と
で
構
え
て
行
き

ま
し
た
が
、
特
段
不
自
由
さ
は

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
高
齢
の
長
原
さ
ん
も
全
行

程
を
ク
リ
ア
ー
し
、
楽
し
く
酒

も
よ
く
飲
み
食
事
も
完
食
し
て

い
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
て

快
適
な
日
程
で
進
行
で
き
、
一

人
の
脱
落
者
も
な
く
全
員
無
事

で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

9．5～11 第20回海外旅行「ロシア
2つの世界遺産を巡る旅」

13 第160回代表幹事会
16 広報部会
20 第141回常任幹事会
26 教授会執行部との懇談会
29 臨時代表幹事会（組織改革委

員会）
10．5～7 全国卒業生の集い「千葉

大会」
14 広報部会
17 就職支援セミナー
20 第49回散策の会「武蔵国分寺

跡をたずね、お鷹の道を歩く」
25 第1回忘年パーティー実行委

員会
インターンシップ報告授業の
参観

11．1 インターンシップ報告授業の
参観

3 理工学部・生命科学部創立10
周年記念式典

15 事業部会・第2回忘年パーテ
ィー実行委員会
代表・常任幹事会

17 ホームページ部会
18 広報部会（会報割付）
30 会報初校

12．1 親睦忘年パーティー
5、8、12 会報校正
8 学生プレゼンテーション大会
21 会報発送

皆さまの周りで同窓会に未加入
の方がいましたら是非入会のお
誘いをお願いいたします。
『同窓会報』見本紙、入会案内
お送りします。ご請求下さい。

経済学部同窓会
〒194-0298東京都町田市相原4342

法政大学経済学部同窓会
電話・FAX：042-783-2550
（事務局開室日は火・金曜日） モスクワ・赤の広場

国立歴史博物館 写真・有光幸和

昨
年
は
多
く
の
会
員
が
自
然

災
害
に
よ
り
大
変
な
ご
苦
労
を

さ
れ
、
事
務
局
で
も
豪
雨
や
地

震
に
見
舞
わ
れ
た
地
域
の
皆
さ

ま
の
安
否
が
気
が
か
り
な
日
々

を
送
り
ま
し
た
。た
だ
他
方
で
、

不
謹
慎
と
の
お
叱
り
を
受
け
る

こ
と
を
覚
悟
の
う
え
で
申
し
上

げ
る
の
で
す
が
、
被
災
に
関
す

る
お
見
舞
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

じ
て
、
普
段
ほ
と
ん
ど
接
す
る

こ
と
の
な
い
会
員
の
方
々
と
文

字
を
通
じ
て
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
対
話
が
で
き
た
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
っ
た
こ
と
も
事

実
で
す
。
今
回
の
会
報
に
も
同

封
い
た
し
ま
し
た
が
、今
後
は
、

全
国
の
会
員
の
皆
さ
ま
と
の
距

離
を
ど
ん
ど
ん
縮
め
て
い
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
髙
森
）

▽
1
面
特
集
で
は
、
前
号
特
集

「
村
田
新
会
長
に
抱
負
を
聞
く
」

で
大
い
に
話
題
に
な
っ
た
「
わ

い
が
や
塾
」
の
意
義
を
学
生
支

援
・
交
流
の
観
点
か
ら
、
ま
た

同
窓
会
の
持
続
可
能
性
の
観
点

か
ら
取
り
上
げ
ま
し
た
。
同
窓

会
26
年
の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て

み
る
と
同
窓
会
は
か
な
り
挑
戦

的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、「
わ

い
が
や
塾
」
も
意
外
に
大
き
な

発
展
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
え
て
き
ま
す
。

▽
2
0
1
8
年
度
の
経
友
会
忘

年
パ
ー
テ
ィ
ー
は
市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
新
し
い
校
舎
＝
富
士

見
ゲ
ー
ト
で
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
が
2
0
0
名
を
超
え
る

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
盛

会
ぶ
り
で
し
た
。
3
面
の
記
事

で
そ
の
賑
わ
い
振
り
が
感
じ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
経
友
会
同
行
記

エ
ン
ジ
ョ
イ
経
友
会
同
行
記

ロ
シ
ア
二
つ
の
世
界
遺
産
を
巡
る
旅

歴
史
の
色
濃
い
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

と
首
都
モ
ス
ク
ワ
を
訪
ね
て

第 20 回
海外旅行

武
蔵
国
分
寺
の
史
跡
を
訪
ね
、

お
鷹
の
道
を
歩
く

経
・
経
58
年
卒

上
島
繁
廣

第 49 回
散策の会

幹
事
さ
ん
の
綿
密
な
下
調
べ
に
感
謝

経
・
経
60
年
卒

武
内
洋
一

経
済
学
部
同
窓
会
ロ
シ
ア
旅
行
報
告

経
済
学
部
同
窓
会
ロ
シ
ア
旅
行
報
告

ロ
シ
ア
の
新
旧
二
つ
の
首
都
を
楽
し
む

経
・
経

71
年
卒

花
澤
良
三

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
宮
殿
の
前
で

写
真
・
有
光
幸
和

ご紹介ください

新入会員!!
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